
■インターンシップ講習生（Ⅲ期：H24.9.3～9.14）のつぶやき 
 

講習生の横顔 講習生の紹介 実習内容と感想 今後の抱負 

 

・氏名 匿名希望 
 
・大学 日本大学 
    生物資源科学部 
    ３年 
 

・バイオマスプラントの近隣農家に、消化液を

輸送・散布する場合、どこに中間貯留槽を置く

と効果的かをプログラムで解析した。 
・実際にプラントを運用するとなると様々な条

件を考慮して計画案を作らなければならず，現

在運用されているたくさんのシステムはこのよ

うに綿密に調査・研究・計画されて実用化され

ていること、ここまで研究して初めて実社会に

生かされるのだと気付いた。物を見る視野や角

度が広がったと思う。 

 いつもは体験したことや授業で習ったことの

本来の意味や意義を理解するまでにだいぶタイ

ムラグがあるため、進路の選択や自分の行動に

活かせなかったりしているのだが、今回は実習

中に整理する時間をいただいたためか、なんだ

かすっきりしている。この実習を履修出来て本

当に良かった。 
 学べたことは多く、今後の大学の研究室での

研究態度や、今後の人生の選択にも大きな影響

を与えてもらった。 
 

 

・氏名 椙本夏実 
 
・大学 新潟大学 
    農学部 
    生産環境科学科 
    ３年 
 
 

・Excel VBAを用いてプラントで生成された消

化液の散布計画プログラムの出力を修正した。

・プログラミングを大方理解できたものの、も

っと勉強しなければならないと思った。期間中

ほぼ毎日行っていたExcel VBAの作業だが、得

意な人、分かる人が行えばもっと早く、詳しく、

分かりやすくできただろうし、もっと高度なこ

とが学べたかもしれない。 

 編入学をしてから半年も経過していないの

に、大学名を背負っていいものかと感じること

もあったが、恥じぬように頑張ろうと思った。

初めは同じ大学から誰も行く人がいないことへ

の不安があったが、同じ分野を専攻している人

達と出会え、共通の話題も多かったため、楽し

く過ごすことができ、本当に収穫の多い２週間

だった。 
 学んだことを後期からの勉学に活かしていき

たい。 
 

 

・氏名 藤井将史 
 
・大学 弘前大学 
    農学生命科学部 
    地域環境工学科 
    ３年 
 
 

・地中レーダーによる地下の状況探査、地盤調

査の模擬実験など 
・今回の実習では基礎的なことをしたが、もっ

といろんなことがわかってくるそうだ。地面を

掘らずに電磁波を使って、地面の中がわかるな

ら大変便利だなと思った。 
 
 

 研究所の方々が大変親切で緊張がほぐれ、質

問もしやすかった。外での作業でも小まめな休

憩があり、それほど疲れなかった。データ整理

は大変だった。振り返ってみるとすごく貴重な

体験ができたと思う。 
 大変お世話になり、ありがとうございました。 
 



 

・氏名 鈴木 匠 
 
・大学 宇都宮大学 
    農学部 
    農業環境工学科 

３年 
 
 

・地中レーダーによる地下の状況探査、地盤調

査の模擬実験など 
・電磁波レーダーを使用することによって普段

容易には見ることができない地面の中の多くの

事が理解できることを学んだ。 
・地盤調査の模擬実験では、いろいろな方法を

用いてこまめにデータを取っていった。やはり

研究というのは地道な作業の積み重ねで得たデ

ータから、新しい何かを見つける物なのかもし

れない。 

 今回の実習を通して学んだことは、研究とは

意外に地味であるということ。普段私達が目に

する研究というものは、華々しく研究成果を論

文などで発表しているところだけだが、実際は

その論文一つの為に多くの基本的な実験を何度

もいろいろな方法で行っているのだと分かっ

た。 
 この経験から、私は大学に戻って研究をする

時などに、どんなに地味といわれようが、基本

的な事をこつこつとやっていこうと思った。 

 

・氏名 佐藤 駿 
 
・大学 弘前大学 
    農学生命科学部 
    地域環境工学科 
    ３年 
 
 

・蒸発散量の算出、稲の冠水実験 
・蒸発散量について学ぶこととなり、さまざま

な算出方法などについて知識を深めるととも

に、実際の観測データを基に値の推定や観測上

のエラーなどの考察ができるようになった。 
・稲の冠水被害についての実験では、最後に稲

の収穫にも立ち会うことができ、効率的な作業

の仕方を考えてみたりもした。 
 

 今回の夏季実習では、蒸発散についてはもち

ろん、稲の冠水についてなど多くの知識を得る

ことが出来たと思う。実習を通して体験した公

務員、研究員としての経験は、今後の私の進路

を考える上でも貴重なものとなった。 
 現在、公務員を志望している私だが、出来る

ことなら是非ともこの農村工学研究所を志望さ

せていただきたいと思う。 

 

・氏名 田口彩加 
 
・大学 宇都宮大学 
    農学部 
    農業環境工学科 
    ３年 
 

・蒸発散量の算出、稲の冠水実験 
・パソコンでの作業（蒸発散量の算出）も意外

に大変だということが分かった。たくさんのデ

ータを取り扱うので、入力ミスがないように集

中して作業した。 
・冠水試験では、稲の測定や稲刈りなどを行っ

た。冠水の影響で稲に様々な異変が起きること

にとても驚いた。暑い中とても大変だったが、

実験での大切なことをいくつも教えて頂いた。

 いろいろな事を感じ、経験し、忘れられない

2 週間となった。時代の変化に伴って、研究や

実験の内容も変わるのだと感じた。その結果が、

私たちの生活を豊かにしていることを実感し、

研究職とはとても素晴らしい職業だと気が付い

た。 

 農工研との縁をこれからも大切にしていきた

い。これから就職活動が始まるが、夏期実習で

学んだこと、感じたことを生かして、将来につ

いて考えてみたいと思う。 

 
○農村工学研究所は、皆さんが社会に巣立ってからもお付き合いしたいと願っています。 


